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白馬高等学校の今後に係る検討の方向性について 

                                 高校教育課 

 

  平成 26 年５月１日に「１学年２学級規模の定員に満たない学校の再編基準」に該当し

た白馬高等学校について、以下の方向で検討を行う。 

 

１ 学科の改編                   

   現在は普通科２学級募集であるが、普通科１学級・国際観光科（仮称）１学級募集

とし、国際観光科（仮称）は全国募集とする。 

    

＊【国際観光科（仮称）】 

観光に係る知識と技能及びホスピタリティー・マインドを身に付けるとともに、英語力の 

向上と異文化理解の増進を図り、国際的な視野から物事を考えられる資質を高め、観光分 

野をはじめとした様々な分野で主体的に活躍できる人材の育成を目指す学科。 

 

２ 検討を行う理由 

(1) 長野県は「世界水準の山岳高原観光地づくり」を目指しており、高等学校段階か 

ら本県の観光を担う国際的素養を持った人材の育成が必要である。 

(2) 白馬、小谷地域は世界的な山岳観光地で、「世界水準の山岳高原観光地づくり」の 

重点支援地域に位置付けられており、特に白馬村は外国人延宿泊者数が県内で最も 

多いなど、観光を学習するための環境に恵まれている。 

(3) 白馬高等学校は、世界的なスキー選手を多数輩出しているなど、全国的に知名度 

が高く、これまでも県外出身者で学んでいる者もおり、国際観光科（仮称）を全国 

募集とすることで、全国からの志願者が見込まれる。 

(4) 白馬村、小谷村から学校教育を一層充実させるための支援策（別紙参照）が提案 

されており、両村と県教育委員会が連携することによって、コミュニティー・スク 

ール等を視野に入れた、地方創生のモデルとしての新しい学校運営が期待でき、地 

域の活性化や震災復興にもつながる。 

(5) 地域高校としての従来の役割は、普通科１学級を継続することにより確保できる。 

     

３ 今後の予定 

  今後更に検討を進め、平成 27 年６月教育委員会定例会までに、県立高等学校全体の

学科設置とあわせて審議。 



 



 


